
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

は
、

保
育

所
・

プ
ー

ル
改

築
、

こ
ど

も
 

た
。

 
    

育
、

文
化

、
生

涯
学

習
、

ス
ポ

ー
ツ

等
に

活
動

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
 

 
こ

う
し

た
中

で
平

成
二

九
年

度
に

は
、

保
育

所
・

プ
ー

ル
改

築
、

こ
ど

も
 

市
常

任
委

員
会

で
審

査
し

、
三

次
市

本

会
議

で
「

採
択

」
「

不
採

択
」

を
決

定

す
る

）
に

よ
る

一
歩

進
ん

だ
運

動
を

展

開
す

る
必

要
を

参
加

者
一

同
再

認
識

し

た
。

 

こ
と

を
地

区
住

民
一

同
強

く
願

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
地

域
と

い
た

し
ま

し
て

も
、
平

成
三

〇
年

一
二

月
に
「

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

改
築

促
進

委
員

会
」
を

設
立

い
た

し
 

校
・

保
育

所
・

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
 

ー
の

公
共

施
設

が
同

一
敷

地
内

に
立

地
し

、
子

ど
も

か
ら

高
齢

者
ま

で
ふ

れ
あ

い
支

え
合

う
環

境
の

な
か

で
、

地
域

の
拠

点
と

し
て

相
互

の
連

携
を

図
り

、
教

育
、

文
化

、
生

涯
学

習
、

ス
ポ

ー
ツ

等

握
に

と
ど

ま
り

、
残

念
な

が
ら

進
展

は

認
め

ら
れ

な
か

っ
た

。
 

 
こ

れ
か

ら
は

、
事

あ
る

ご
と

要
望

要

請
を

続
け

、
次

行
動

は
請

願
書

（
三

次

市
常

任
委

員
会

で
審

査
し

、
三

次
市

本

変
遷

と
と

も
に

、
安

全
性

、
利

便
性

に
支

障
を

来
す

な
ど

、
住

民
ニ

ー
ズ

に
合

わ
な

く
な

っ
て

き
て

お
り

、
神

杉
ま

ち
づ

く
り

拠
点

施
設

の
改

築
を

行
っ

て
い

た
だ

く
こ

と
を

地
区

住
民

一
同

強
く

願
っ

て
お

生
活

優
先

の
市

政
、

と
り

わ
け

地
域

の
拠

点
づ

く
り

を
推

進
し

て
お

ら
れ

ま
す

こ
と

に
深

く
敬

意
を

表
し

ま
す

。
 

 
神

杉
地

区
に

お
き

ま
し

て
は

、
小

学
校

・
保

育
所

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

 

 
要

望
活

動
を

行
っ

た
。

 
 

結
果

に
つ

い
て

、
市

長
は

改
築

に
つ

い
て

の
明

言
は

無
く

、
施

設
の

現
状

掌

握
に

と
ど

ま
り

、
残

念
な

が
ら

進
展

は

い
う

え
に

、
狭

い
こ

と
で

車
い

す
等

の
利

用
が

困
難

な
こ

と
な

ど
機

能
的

に
適

合
で

き
な

く
な

っ
て

き
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、
生

涯
学

習
や

高
齢

者
・
障

が
い

者
の

利
用

等
様

々
な

活
動

に
対

し
て

時
代

の
変

遷
と

と
も

に
、
安

全
性

、
利

便
性

に
支

 
 

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

改
築

促
進

委
員

会
 

 
 

 
 

委
員

長
 

有
田

 
雅

俊
 

 

施
設

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の
早

期
改

築
を

行
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

⒉
要

望
の

理
由

 
 

平
素

か
ら

市
行

政
に

お
か

れ
ま

し
て

は
、

安
全

で
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
市

民
生

活
優

先
の

市
政

、
と

り
わ

け
地

域
の

十
七

各
種

団
体

長
、

そ
し

て
東

部
地

区

（
和

田
・

田
幸

・
川

西
）

自
治

会
連

合

会
、

紹
介

議
員

と
し

て
東

部
出

身
の

保

実
 
治

、
徳

岡
真

紀
、
両

議
員

同
席

の
基

、

 

な
り

、
狭

い
う

え
に

階
段

を
利

用
す

る
こ

と
が

困
難

な
こ

と
。
避

難
時

に
お

け
る

健
常

者
、
有

症
者

と
の

エ
リ

ア
区

分
が

で
き

な
い

こ
と

。
ま

た
、
ト
イ
レ

の
数

が
少

な
い

う
え

に
、
狭

い
こ

と
で

車
い

す
等

の
利

 三
次

市
長

 
福

岡
誠
志

 
殿

 
 三

次
市

市
議

会
議

長
 

 
 

 
 

 
 
新
家
良

和
 
殿
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⒈
要

望
の
主
旨

 
 

神
杉

の
ま

ち
づ

く
り

を
進

め
る
上

に
お

い
て

拠
点

施
設

で
あ

り
、
老
朽

化
等

に
よ

り
重

要
課
題

と
な

っ
て

い
る

公
共

施
設

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

の

ィ
セ

ン
タ

ー
改

築
促

進
委

員
会

は
三

次

市
長

 
福

岡
誠
志

、
及
び

三
次

市
議

会

議
長

 
新
家
良

和
 

様
宛

に
、
改

築
促

進

委
員

会
会

長
、
副

会
長

二
名
並
び

に
二

十
七

各
種

団
体

長
、

そ
し

て
東

部
地

区

年
度

開
設
以

来
三
八

年
経
過

し
て

お
り

ま
す

。
施

設
の
劣

化
は
さ

る
こ

と
な

が
ら

、
近

年
の
異

常
気
象

に
よ

る
災
害

時
の

基
幹

避
難

所
と

し
て

の
重

要
度

が
高

ま
っ

て
き

て
い

る
中

、
避

難
場

所
が

二
階

と
な

り
、
狭

い
う

え
に

階
段

を
利

用
す

る
こ

ィ
セ

ン
タ

ー
の

早
期

改
築

を
実

現
し

て
い

た
だ

き
ま

す
様

強
く

要
望

い
た

し
ま

す
。

 
令

和
二

年
八

月
二
六
日

 
 

 
 

要
望

書
の

全
文

 
⒈

要
望

の
主
旨

 

改
築

要
望

書
 
提

出
 

 
八

月
二
六
日

( 水
) 神

杉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
改

築
促

進
委

員
会

は
三

次

要
望

を
行

っ
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
が

、
諸

般
の

事
情

で
延

期
と

な
り

ま
し

た
。

 
 

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

は
、
昭

和
五
六

年
に
建

設
さ

れ
、
翌

年
昭

和
五

七
年

度
開

設
以

来
三
八

年
経
過

し
て

お
り

機
能
充

実
を

行
う

こ
と

も
含

め
、

東
部

地
区

自
治

連
合

会
連
絡
協

議
会

と
し

て
も

、
本
件
趣
旨

に
賛

同
し

共
同

要
望

す
る

も
の

で
す

。
 

つ
き

ま
し

て
は

、
神

杉
コ

ミ
ュ

ニ
テ

 コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

 
改

築
要

望
書

 
提

出
 

集
会

所
の
整
備

を
行

っ
て

い
た

だ
き

、
子

育
て

環
境

を
整

え
て

い
た

だ
き

ま
し

た
こ

と
に

深
く
感
謝
申

し
あ
げ

ま
す

。
 

 
他
方

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、
上
記

施
設

と
同

時
に

改
築

要
望

を
行

っ
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
が

、
諸

神  杉
自治会
T E L  
発刊 2
8 月末
人口 1
世帯  

ホーム
kamisu

 

た
、

こ
の

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

改
築

に
つ

き
ま

し
て

は
、

神
杉

地
区

を
始

め
と

し
、

東
部

地
区

の
和

田
・

田
幸

・
川

西
各

地
区

が
さ

ら
な

る
施

設
の

機
能
充

実
を

行
う

こ
と

も
含

め
、

東
部

集
会

所
の
整
備

を
行

っ
て

い
た

だ
き

、
子

杉  地  区 
自治会連合会 
T E L  6 6 - 1 3 2 3 

2020/0/10 
月末(前月比)  

1,526(- 6) 
  606(+-0) 

ホームペーｼﾞ
gi@m-city.jp 

ま
し

た
。

こ
の
整
備

事
業

が
地

域
づ

く
り

を
更

に
推

進
す

る
機

会
に

な
る

と
考

え
て

お
り

、
事
業

の
推

進
等

に
最
大
限

の
協
力

を
行

っ
て

い
く

所
存

で
す

。
ま

た
、

こ
の

神
杉

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ

1 3 2 3  

 
 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番

番

番

 神杉地区

りました『

したところ

敬老対象者

 つきまし

ＪＡ女性部

 なお、(有

たが、諸般

番号 区

1 ４区

番号 区

1 1区

2 5区

番号 区

1 １４区下

2 １３区

４ １４区下

4 １３区

5 １６区

6 ２２区

7 １６区

8 ９区

9 ８区１

10 ２区

11 １区

12 １区

1４ ４区

14 ７区

15 １１区

16 ４区

神杉地区社会福祉協

ました『神杉地区敬

たところでございま

老対象者２４７名さ

つきましては、この

Ａ女性部役員の皆様

有)まえはら

が、諸般の事情によ

氏名

三原　嶝美

氏名

元井　富子

守本　義巳

氏名

飯﨑　信登

石田　藤惠

上坂　ハルカ

眞野　文太郎

高梶　ミサヲ

髙森　登志子

渡部　菊枝

畠中　ミヨ子

平岡　壽清

亀井　　昇

久保　峰子

藤後　ヒロコ

廣川　豊子

山田　幸三

山田　陽三

山中　國枝

今 年

今 年

今年度８８

今年度
協議会(会長

杉地区敬老会』はコ

ございますが、三次

４７名さまに準備さ

は、このお渡しを９

の皆様によりご持

まえはら様におかれ

事情により本年度が

生年月

大正6 年2

生年月

大正14年

大正14 年

生年月

昭和7 年1

昭和7 年

坂　ハルカ 昭和8 年

野　文太郎 昭和7 年7

梶　ミサヲ 昭和8 年

森　登志子 昭和8 年４

昭和7 年1

中　ミヨ子 昭和7 年9

昭和7 年

昭和7年1

昭和7 年7

昭和7 年4

昭和7年1

昭和7 年1

昭和7 年8

昭和7 年

年 度 １ ０

年 度 ９ ５

今年度８８歳米寿該当の

年度の敬老
会長 松田敏昭

会』はコロナウィル

が、三次市より米寿

準備されています

９月１５日(

よりご持参させてい

におかれましては、

本年度が最後となり

い

生年月日 年

2 月14 日 1

生年月日 年

年5月10日

年5 月8 日

###

生年月日 年

12 月5 日

年4 月 1 日

年４ 月 1 日

7 月28 日

年1 月 2 日

４ 月10 日

12 月1 日

9 月1４ 日

年7 月 7 日

10月15日

7 月10 日

4 月14 日

10月1４日

10 月5 日

8 月1４ 日

年8 月 1 日

０ 歳 以 上

歳 を お 迎

寿該当のみなさん

度の敬老記念
松田敏昭)では、例年

ナウィルス感染防止

より米寿(88 歳)の祝

ています。 

(火)以降、社

させていただきま

しては、高齢者順に

後となります。長

- ２ - 

いつま

年齢 番号

10４ 2

年齢 番号

95 ４

95 4

########

年齢 番号

87 1

88 2

87 ４

88 4

87 5

87 6

87 7

88 8

88 9

87 10

88 11

88 12

87 1４

87 14

88 15

88 16

上 を お 迎

迎 え の ４

老記念品配布
は、例年ご長寿をお

感染防止上、一同に

の祝賀状、小学

社会福祉協議

だきます。今しば

齢者順に高級座布団

す。長年に亘りあ

までもお

区

１４区上 迫田

区

５区 南　

８区２ 梶田

区

1区 元井

2区 武田

４区 内藤

5区 南　

5区 住田

5区 廣川

６区上 福田

６区上 井上

６区下 今田

７区 有田

８区２ 梶田

１２区 山森

１３区 加藤

１４区下 新祖

18区 福島

20区 岡　

え の ２ 名

名 の み な

(有)まえは

念品配布につい
長寿をお祝いする祝

、一同に会しての行

状、小学校児童から

福祉協議会理事・ボ

今しばらくお待ち

級座布団をご贈呈い

亘りありがとうご

おげん

氏名

迫田　義子 大

氏名

南　　俊道 大

梶田　清三 大

氏名

元井　富子 大

武田　貞子 昭

内藤　あや子 昭

南　　俊道 大

住田　マスミ 大

廣川　テル子 昭

福田　千代野 大

井上　和男 昭

今田　ヤスコ 大

有田　信子 昭

梶田　清三 大

山森　チエコ 昭

加藤　茂夫 大

新祖　登美子 昭

福島　ラクヱ 大

岡　　 コナヲ 昭

名 さ ま

な さ ん

(有)まえはら様からお祝

布について 
祝賀会を開

の行事はやむ

児童からの手紙等

ボランティ

くお待ちください。

いただいて

がとうございました

んきで

生年月日

大正9 年4 月

生年月日

大正15 年1 月

大正14年10月

生年月日

大正14年5月1

昭和2 年7 月1

昭和４ 年2 月1

大正15 年1 月

大正15年6月1

昭和2 年1 月

大正15年10月1

昭和４ 年1 月

大正15年12月1

昭和４ 年４ 月４

大正14年10月

昭和2 年2 月1

大正15年9月1

昭和2 年6 月

大正15年11月1

昭和2年10月2

からお祝い該当のみな

会を開催してお

はやむなく中止

手紙等記念品が

ンティアの会・

ださい。 

だいておりまし

いました。 

で! 

#######

年齢

1 日 100

#######

年齢

1 日 94

月1日 94

#######

年齢

10日 95

16 日 9４

10 日 92

1 日 94

19日 94

1 日 9４

17日 9４

４ 日 92

10日 9４

４0 日 92

月1日 94

18 日 9４

11日 94

４ 日 9４

12日 9４

20日 92

当のみなさん

 

#######

#######

#######



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三

す

コ

区

 

 

 

至 

三次市長(土

す。ご協力を

  

コラショ

１工事名 
２工事場所
３工事内容
４工期  

 

 

 

５作業時間
６通行規制
     
７お問合せ
     

また、広島

区自治会連合

 工期は未確

      

  場所： 

     

     

          

 青河 

県道

土木課)より道

ご協力をお願いしま

コラショの海底

     県
工事場所    三
工事内容    延

      令

作業時間    午
通行規制    通
        し
お問合せ先   三
        施

た、広島県北部建設

治会連合会 会長 

期は未確定ですが、

         

 １)高杉町 

  ２)廻神町 

   ３)廻神町 

 ４)廻神町 

県道青河江田川

より道路改良工事

願いしますとのこと

の海底わくわ

県道青河江田
三次市廻神町
延長２５０ｍ
令和２年７月

午前８時～午
通行止めを予
します。 
三次市建設部
施工業者 (有

北部建設事務所長 

 有田雅俊 

ですが、今年度中施

         

 岩倉川 ４

 芋面川 芋

 芋面川 ３

 芋面川 杉

河江田川之内線道路

改良工事の実施連

とのことです。詳し

わくわく大冒険

青河江田川之内線 
市廻神町 地内 
２５０ｍ 幅員５ｍ
２年７月３０日～令

８時～午後５時まで
止めを予定していま

市建設部土木課  
有)青谷建設 

 宛に下記４

 で「施工承

年度中施工の予定で

         

４区池田様

芋面川橋  

３区内藤様

杉山橋 下

内線道路改良工事の

実施連絡がありま

詳しくは下記

記 

- ３ - 

と
な

っ
た

。
ご
協
力

あ
り

が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 険

 道路改良工

幅員５ｍ(山側を掘
０日～令和３年１月

５時まで 
しています。通行止

  ０８２４－
  ０８２４－

に下記４箇所の河川

「施工承諾書」取り

の予定です。 

     記 

様宅 下 左岸

上   左岸

様宅 上 右岸

下    左岸

良工事の実施につい

がありました。工事

は下記のとおりで

ア
タ

ー
( 車

中
観
賞

) も
検
討

さ
れ

た
が

、
全

員
が
マ

ス
ク

着
用

し
整
然

と
し

た
上
映

会

と
な

っ
た

。
ご
協
力

あ
り

が

路改良工事 

側を掘削し現道拡
３年１月２９日まで

。通行止めの開始時

８２４－６２－６１
８２４－５３－１５

所の河川災害復旧工

取り交わしま

左岸２０ｍ間 

左岸７.６ｍ間

右岸３０ｍ間 

左岸 ８ｍ間 

施について(お知ら

た。工事期間中通行

おりです。 

名
の

参
加

を
も

っ
て
上
映

会

を
行

っ
た

。
当
初

は
開
催

も

危
ぶ

ま
れ

、
ド
ラ
イ
ブ

in
シ

ア
タ

ー
( 車

中
観
賞

) も
検
討

現道拡幅する) 
９日まで 

の開始時期は事前に

２－６１５７ 
３－１５５０ 

害復旧工事を地域

した。  

   工事番

６ｍ間   工事番

    工事番

   工事番

お知らせ) 

間中通行規制が予定

校
野
球
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
を

ス

ク
リ

ー
ン

に
席
間
隔

を
考
慮

し
た
配
置

と
し

て
約
百

二
十

名
の

参
加

を
も

っ
て
上
映

会

は事前に看板でお

地域の代表者と

工事番号：２６

工事番号：２６１

工事番号：２８

工事番号：２９

至
 
志

和
地
 

制が予定されていま

 
青
少

年
育

成
神

杉
町

民
会

議
( 会

長
 
内
藤
隆
弘

) は
夏
休

み
前
日

の
八

月
七
日
㈮

小
学

校
野
球
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
を

ス

板でお知らせ  

代表者として神杉地

：２６０ 

：２６１ 

：２８０    

：２９２  以上

 

れていま

 
青
少

年
育

成
神

杉
町

民
会

て神杉地

     

以上 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

落
武

者
も

馬
洗

ひ
し

か
馬

洗
川

 
 

 
 

加
藤

 
茂

夫
 

ー
プ

』
６

０
試

合
終

わ

っ
て

５
位

と
は

な
ん

た
る

こ
と

か
喝

 

 
 

 
 

 
 

 
康

 

自 主 防
(広島県防

9 月 8 日 

今
日

は
処

暑
タ

オ
ル

持
た

ず
に

朝
仕

事
 

広
川

 
テ

ル
子

 

は
払

い
戻

し
を

受
け

る
始

末
。
こ

ん
な

時
だ

か
ら

こ
そ

頑
張

れ
『

カ

ー
プ

』
６

０
試

合
終

わ

自 主 防 災 会 倉
広島県防災用品収納

 設置費用

オ
ン

ラ
イ

ン
里

想
ふ

子
ら

墓
参

り
 

 
 

田
原

 
洋

子
 

蝉
の

声
ひ

っ
そ

り
佇

む
地

蔵
殿

 
 

 
 

中
藤

 
博

文
 

も
残

り
３
カ
月
余
り

だ
。

 
９

月
の

カ
ー

プ
応

援
も

内
野

自
由

席
で

は
払

い
戻

し
を

受
け

災 会 倉 庫 設 置
用品収納用として) 

置費用 412,940

編
集

後
記

 

オ
ン

ラ
イ

ン
里

想
ふ

子
ら

墓
参

り
 

 
 

田
原

 
洋

子
 

山
脈

俳
句

会
《
八

月
》
 

紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て
衷

心
よ

り
厚

く
お
礼
申

し
上
げ

ま
す

。
 

  
一

向
に

終
息

の
気

配
の

見
え

な
い

コ
ロ

ナ
騒

動
の

令
和

２
年

置 
 

円 

編
集

後
記

 

 

 

９月

10 日

16 日

17 日

  

19 日

20 日

21 日

22 日

24 日

25 日

29 日

１０

12 日

 

（
亡
父

 
 
児
玉

 
亀
登

 
様

）
 

《
見
舞

い
返

し
》

 
七

区
 

 
 
林

 
シ
カ

子
 

様
 

紙
面

を
お

か
り

し
ま

し
て
衷

心
よ

り
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 今

した

ち、

燥調

今し

 な

販売

ます

  

  

  

月 

日(木)  広報

日(水) 書道

日(木) 東部

     パソ

日(土) 銭太

日(日) 敬老

日(月) 敬老

日(火) 秋分

日(木) 絵手

日(金) 生花

日(火) 舞踊

１０月 

日(月) 広報

９月・

十
三

区
 

 
松

岡
 

和
徳

 
様

 
（
亡
母

 
 
松

岡
 
玉
枝

 
様

）
 

十
四

区
上

 
内
藤

 
隆
弘

 
様

 
（
亡
父

 
 
児
玉

 
亀
登

 
様

）
 

お
今年度の神杉

したが、好評の

、今収穫期を

燥調整等準備が

今しばらくお待

なお、本年度

販売余裕があり

ます。価格は 

      ６

     １０

     ご連

広報紙配布 

書道 

東部地区老人ク

パソコン 俳句

銭太鼓 

敬老会中止 

敬老の日 

秋分の日 三味

絵手紙 大正琴

生花 ネットワ

舞踊 

広報紙配布 

９月・１０月の

（
亡
父

 
 
廣
信

 
信
人

 
様

）
 

南
畠

敷
町

 
新
井
賀
世

子
 

様
 

（
亡
母
六

区
下

 
高

田
 
坂
枝

 
様

）
 

お 知 
の神杉大田植はや

の『タンチョ

を迎えました

が出来次第ご

らくお待ちください

、本年度ご予約され

裕がありますので自

 ３Ｋ 玄米

６Ｋ 同上 

１０Ｋ 同上 

連絡お待

区老人クラブ・事務

俳句 

三味線 

大正琴 

ネットワーク会議 

月の行事

日
か

ら
同

月
末

ま
で

に
、

次
の
方

々
か

ら
ご
寄
付

が
寄

せ
ら

れ
ま

し
た

。
 

《
香
典
返

し
》

 
一
四

区
下

 
廣
信

 
勝
則

 
様

 
（
亡
父

 
 
廣
信

 
信
人

 
様

）

知 ら せ
田植はやむなく中止

タンチョウモチ』は

えました。ご予約中

来次第ご案内いたし

ください。 

予約されてない方、

自治連までご

玄米白米とも 

     2

     3

待ちしてます

ブ・事務局合同会議

 

の行事予定 

  

社
会
福
祉
協

議
会
へ
令

和
二

年
八

月
一

日
か

ら
同

月
末

ま
で

に
、

次
の
方

々
か

せ 

なく中止となりま

』は順調に育

ご予約中の方は乾

内いたしますので

ない方、まだまだ

連までご連絡願い

 1,000 円 

2,000 円 

3,000 円 

ちしてます。 

愛
の
灯
 

合同会議 

 

 


